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府立西淀川高等学校 

校長  重田 明彦 

 

 

平成３０年度 学校経営計画及び学校評価 
 

１ めざす学校像 

「知・徳・体」のバランスがとれた生徒を育み「絆」を大切にする学校  

1 わかる喜びや達成感を味わわせ、社会を生き抜くための「豊かな学び」(「知」)を定着させ、進路実現を図る。 

2 やさしさを基盤に厳しく粘り強い生徒指導を展開し、規範意識を高めるとともに基本的生活習慣の確立に努め、豊かな人間性(「徳」)を醸成する。 

3 健康で安全な社会生活が営めるよう、健全な心身(「体」)をはぐくむ。 

4 生徒と生徒、生徒と教職員、教職員と保護者、そして地域や中学校との連携を強化(「絆」)する。 

 

２ 中期的目標 
 

社会の一員として自信を持って生きていける自立した人づくり 
 

１ 社会を生き抜くための「豊かな学び」の推進 

(１) 新学習指導要領を踏まえ、わかる授業を展開し、社会で生き抜くことのできる学力を身につけさせる。 

ア 教材や指導法の工夫を図り、基礎的・基本的な学力を定着させるとともに、充実した言語活動を展開する。 

イ 授業公開や授業アンケート等を活用し、積極的に授業改善を図る。 

ウ 外部から専門家等を招き講義・講演や体験的授業を積極的に展開する。 

エ 学校図書館を活用し、生徒の読書習慣を確立する。 

＊授業アンケート「生徒の意見や要望を聞いて、授業を工夫し改善している。」を８０％を以上を維持する。 

 

２ 基本的な生活習慣の確立及び規範意識・健全な心身の育成                                        

  (１) 社会人として自立し、社会の一員として生きていけるよう基本的な生活習慣と規範意識を身につけさせる。 

ア あらゆる教育活動において規範意識の醸成を図り、きめ細かい温かみのある生徒指導を徹底する。 

イ 基本的な生活習慣が確立できるように、あいさつの励行、欠席・遅刻等の指導を徹底する。 

ウ 社会の一員として生きていけるよう「総合的な学習の時間」・ＬＨＲや長期休暇等を活用し、キャリア教育や志学を効果的に展開する。 

(２) 美しい学校環境、安全安心な学校づくりをとおして、地域との連携を深め生徒が健康で明朗に活動できる場を提供する。 

ア 引き続き校舎内外の環境美化に努め、生徒の心身の健康に寄与する。 

＊学校教育自己診断「遅刻や欠席を無くすよう、自分なりに一生懸命頑張っている。」を５０％以上にする。（H29 年度４４％） 

    

 

３ 生徒・保護者・中学・地域と相互の「絆」の強化 

(１)  生徒・保護者と緊密な関係を築き、生徒への指導と支援を行う。また、保護者や卒業生、中学生や地域の方々との深い連携を継続して理解と支援を得る。 

ア 日常的に家庭との連絡を密にし、保護者との連携により生徒の指導や支援に取組む。また、行事等においてより PTA 等との協力・連携し、行事等を 

実施する。 

   イ 部活動や行事等での交流、授業の相互見学などの実践により、小中学校や地域との相互連携を深める。 

   ウ 引き続きホームページの維持に努め、本校教育活動についての理解を得る。 

 ＊フラワーフェスタ、スポーツフェスタ等の対外行事の継続・維持。行事や懇談に来校する卒業生・保護者・地域の方々を増やす。 

 

４ 教員間の一層の連携を図り協力体制を強固にし学校経営を推進 

（1）校内体制を整備し、教員間の協力体制をさらに強固にし次の事案を実施する。 

ア 閉校記念事業を企画、実施する。 

イ 校内物品等の廃棄及び移管作業を進める。 

（2）最後の 1 年、教育の質の保障に努め、生徒たちが明るく元気に学べる学校の維持に努める。 

“本校で学べてよかった”という思いを持ち、全員が卒業できるよう努める。 

＊計画的に校内物品等の廃棄・移管を終える. 

 

 

【学校教育自己診断の結果と分析・学校協議会からの意見】 

学校教育自己診断の結果と分析［平成 年 月実施分］ 学校協議会からの意見 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

― ３ ― 



№104 

 

府立西淀川高等学校 

３ 本年度の取組内容及び自己評価 

中期
的 
目標 

今年度の重点目標 具体的な取組計画・内容 評価指標 自己評価 

１ 

社
会
を
生
き
抜
く
た
め
の
「
豊
か
な
学
び
」
の
推
進 

(1)わかる授業の展開、社

会で生き抜くことの

できる学力 

ア 教材の工夫を図り、

基礎的・基本的な学

力の定着 

ウ 外部専門家等による

講義・講演・授業研

究 

エ 生徒の読書習慣の確

立 

ア・生徒の実態に応じたプリント教材を作成

し、学び直しを含む基礎学力の充実を図る。 

 ・ICT 等の活用により教科の教材等を共有化

し、授業づくりの効率化を図り、授業内容

を深化させる。 

 

ウ・教員の少人数化から、学校教育の質の低下

を招かないよう授業等を工夫し、学校外か

ら様々な分野の専門家を招くなど授業の一

層の充実に努める。 

 

 

エ・読書推進週間を設定、読書活動を推進する。 

 

ア・授業アンケートで「授業で出される。

課題の量やプリントなどの教材の内

容は自分に合っている」の 8０％ 

台を維持する。（H29 年度 82.4％） 

 

ウ・学校教育自己診断で「学校へ行くの

が楽しい」が６０％以上（H29 年

度 55％） 

  ・教育の質の向上に努め、授業などで 

4 回以上外部講師等を招く。 

 

エ・図書館を利用した授業の一層の推進。 

図書館利用生徒の割合を全校生徒の 

80％以上をめざす。 

  

２ 

基
本
的
な
生
活
習
慣
の
確
立
及
び
規
範
意
識
・
健
全
な
心
身
の
育
成 

(1)基本的生活習慣の確

立と規範意識の定着 

ア 規範意識の醸成、中

学校との連携強化、

きめ細かい温かみの

ある生徒指導の徹底 

イ あいさつの励行、欠

席・遅刻等の指導の

徹底 

ウ キャリア教育や志学

の展開 

 

 

 

 

 

(2)美しい学校環境、安全

安心な学校づくり 

ア 引き続き校舎内外の

環境美化に努める 

(1) 

ア・教育相談や生徒の発達といった広範な内容  

を含む生徒指導に係る職員研修を実施し、

生徒とのかかわりを深める糧とする。 

 

イ・毎朝、教員が交替で校門での登校指導の取

組を行う。また、定期的に『遅刻０週間』

指導を行うとともに、欠席・遅刻の多い生

徒については家庭連絡を徹底し、保護者の

指導を要請する。 

 ・４・９・１月を「あいさつ月間」とする。 

 

ウ・キャリア教育の取組を全教員で推進し、仕

事の意識を高め就労意欲をもたせるための

取組を積極的に取り入れ全ての生徒の進路

希望実現をめざす。 

 

(2) 

ア 地域の方との清掃活動などで交流するこ

とで自己肯定感を高める。 

 

 

(1) 

ア・生徒の実態や教職員のニーズ合わせ

た職員研修を年間４回以上開催す

る。（H29 年度４回） 

 

イ・学校教育自己診断「毎朝、先生と生

徒ときちんと挨拶ができている。」の

肯定的な回答を８０％以上をめざ

す。（H29 年度７５％） 

 

 

 

ウ・希望進路実現率１００%を維持する。 

・個別支援の必要な生徒に対し、きめ

細かい進路指導を実施する。外部関

係機関との連携を図り、進路実現に

努める。 

(2) 

ア 地域との合同清掃活動を年７回以上 

実施する。（H29 年度 4 回） 

 

  

 

３ 

生
徒
・
保
護
者
・
中
学
・
地
域
と
相
互
の
「
絆
」

の
強
化 

(１) 生徒・保護者と緊密な

関係構築。広報活動の

充実 

ア PTA との一層の連 

携 

イ 小中学校との相互連

携 

ウ ホームページの維持 

 

 

ア・PTA と後援会・同窓会の協力体制をより

深め、保護者などの学校行事等への積極的

な参加・協力を求め、生徒の学校生活への

充実を図る。 

 

イ・周辺の小・中学校を中心に部活動や行事等

での交流等により、校種をこえた相互連携

をさらに深める。 

 

ウ・引き続き、広報活動に取組み、地域・中学

校から本校の教育活動ついての理解をえ

る。 

 

ア・体育祭や文化祭などの行事や閉校式

など PTA と後援会・同窓会との一

層の協力を図り、地域の方々を含め

多くの参加を得る。 

 

イ・フラワーフェスタ等の行事を実施し、

地域との一層の連携を図る。 

 

ウ・ＨＰをタイムリーに更新し情報発信

に努める。年間更新数を前年度の 3

分の２以上とする。(H29 年度 148

回) 

 

４ 

学
校
経
営
の
効
率
化 

(1)校内体制整備と再編

整備事業推進 

ア 閉校記念事業の企画、

実施 

 

イ 校内物品等の廃棄及

び移管   

(1) 

ア・閉校記念事業実行委員会により、閉校記念

事業を企画・実施する。 

 

 

イ・校内物品等の移管計画を作成し、廃棄及び

移管について計画的に作業を行う。 

   

(1) 

ア・閉校記念事業を企画・実施する。 

① 閉校記念誌の作成 

② 閉校式の実施   など 

 

イ・校内物品等の廃棄や移管を終える。 

① 閉校に向け計画的に物品の廃棄

や移管を実施し、年度末に完了

する。 
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